
、
「
誓
寺
．
．
’

1961年1月16日第3種郵便物認可　1992年9月1日　第381号（毎月1回1日発行1部50円）

●

影詔影詔影影干砂砂砂二丁砂拶影〃〃影〃拶〃詔〃〃〃二二〃〃影回詔〃〃詔詔拶影拶詔詔影

No．381 1992．9

　　　　　　　来日したアリンゼ長官

（去る7月6日、来日中のバチカン諸宗三省のフランシス・

アリンゼ長官が本会事務総局を表敬訪問した）

磯駅全日本仏教会JAPAN　BUDDHIST　FEDERATI・N

二＿　．　　　　　、“　・一丁　　とゴや　　学”ン　　　　　　　｛さ一胃一　．



仏全1992年9月1日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
程
の

　
第
十
八
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
は
、

来
た
る
十
月
二
十
七
日
か
ら
、
台
湾
（
中
華
民
国
）

の
台
北
市
及
び
高
雄
市
で
開
催
さ
れ
る
。
本
会
で
は

こ
の
大
会
へ
出
席
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
日
本
仏
教

代
表
団
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
現
地
の
都
合
で
、
日
程
の

一
部
が
変
更
と
な
っ
た
。

　
当
初
、
高
雄
市
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
開
会
式

が
、
台
北
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に

　　

@　
　
　
　
　
一
部
変
更

伴
い
、
本
会
代
表
団
の
旅
行
日
程
も
、
四
泊
五
日
か

ら
三
泊
四
日
へ
と
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

し
い
募
集
要
項
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　
期
日
　
十
月
二
十
七
日
（
火
）
～
三
十
日
（
金
）

　
費
用
　
十
七
万
六
千
円
（
東
京
）

　
　
　
　
十
八
万
三
千
円
（
大
阪
）

　
〆
切
　
九
月
＋
五
日

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
、
申
込
は
事
務
総
局
国
際
文

化
部
へ
。

税
務
委
員
会

　
本
年
度
の
第
一
回
税
務
委
貝
会
が
、
六
月
十
八
日

午
後
一
時
か
ら
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
左
記
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

　
議
題
①
正
副
委
員
長
選
出
の
件

　
委
員
長
に
三
宅
心
戒
師
（
曹
洞
宗
）
、
副
委
員
長

に
本
多
道
一
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
が
選
出
さ
れ

た
。　
議
題
②
理
事
長
諮
問
の
件

　
理
事
長
の
諮
問
に
基
づ
き
、
仏
教
界
が
直
面
す
る

税
務
に
関
す
る
諸
問
題
（
①
税
制
と
の
関
わ
り
②
行

政
と
の
関
わ
り
③
啓
蒙
啓
発
）
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
た
。

議
題
③
そ
の
他

　
次
回
委
員
会
は
九
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
事
が
決
ま

っ
た
。

　
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
は
、
六
月

二
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
議
題
①
正
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て

　
委
員
長
に
野
村
盛
彦
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
員
長

に
藤
田
吉
秋
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
が
選
出
さ
れ

た
。

　
議
題
②
本
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
違
憲
訴
訟
の
経

緯
に
つ
い
て
、
羽
生
雅
則
委
貝
か
ら
詳
細
な
説
明
が

あ
り
、
つ
づ
い
て
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
中
止
の
要
請
」
に
つ
い
て
審
議
。
昨
年
提
出

し
た
「
要
請
」
文
を
一
部
修
正
し
、
本
年
も
内
閣
総

理
大
臣
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
題
③
そ
の
他

　
第
二
回
委
員
会
は
今
秋
に
開
催
し
、
「
靖
国
問
題
」

に
つ
い
て
講
師
を
招
き
、
学
習
会
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
国
際
委
員
会

　
本
年
度
の
第
一
回
国
際
委
員
会
が
、
去
る
六
月
二
　
　
卜

十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
議
題
①
正
副
委
員
長
選
出
の
件

　
委
員
長
に
松
涛
弘
道
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
員
長

に
永
谷
孝
昭
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
が
選
出
さ

れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
左
記
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

議
題
②
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
の
件

議
題
③
本
会
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
件

議
題
④
諸
宗
教
と
の
対
話
の
件

議
題
⑤
『
d
＆
臼
ω
貫
コ
O
貯
ひ
q
　
o
h
　
冒
b
g
p
①
ω
①

　
　
じ
d
⊆
丸
き
δ
⊆
ヨ
』
の
件
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靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
を
要
請

　
本
年
度
も
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
「
首
相
及

び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
」
を
要
請
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
去
る
入
月
一
日
、
左
記
の
よ
う
な

要
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
本
会
が
過
去
十
一
回
に
わ
た
り
「
靖
国

神
社
法
案
」
、
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
に
反
対
の
声

明
を
発
表
し
て
き
た
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
信
教
の
自

由
に
関
す
る
委
員
会
（
野
村
盛
彦
委
員
長
）
が
、
理

事
長
に
答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
止
　
の
　
要
　
請

　
本
会
は
、
過
去
十
一
回
に
わ
た
り
、
「
靖
国
神
社

法
案
」
、
首
相
及
び
閣
僚
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」

に
対
し
て
、
反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
靖
国
神
社
が
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合

祀
の
対
象
と
し
た
戦
没
者
を
神
霊
と
し
て
祀
る
神
社

で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神

社
に
首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め

る
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
背
反

す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
は
、
こ
れ
ら
憲
法
の
規
定
こ
そ
、
今
日
の
平

和
な
日
本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
も
う
一
度

思
い
起
こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
没
者
の
追
悼
は
、
各
週
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
真

実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
、
ま
も
な
く
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
が
ま
い
り
ま
す
が
、
首
相
及
び
閣
僚

が
、
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
行
わ
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
一
九
九
二
年
八
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
石
上
智
康

内
閣
総
理
大
臣

　
｛
呂
澤
　
　
宣
口
一
　
　
殿

　
本
会
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、
左
記
の
よ
う
な
「
国
宝
、
重
要
文
化
財

の
保
護
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
、
去

る
七
月
三
十
一
日
、
石
上
智
康
全
盲
理
事
長
名
で
、

自
由
民
主
党
文
教
部
会
、
文
教
制
度
調
査
会
、
文
教

局
へ
提
出
し
た
。

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策

　
　
　
　
　
　
　
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
・
文
化

の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
永
く
子
孫
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ヴ
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保
存
管

理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
窮
迫
し
た

財
政
状
態
等
に
よ
り
保
存
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
化

財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
文
化
財
の
保
存
管
理

事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、
次
の
よ
う
な
各
項
目
に
つ

い
て
格
別
の
財
政
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
切
に
要

望
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

　　　　　国
四三ニー宝

重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・
防
災

伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備

文
化
財
保
護
施
設
の
整
備

伝
統
技
術
の
保
存
・
振
興

○
正
気
（
大
）

○
仏
旗
（
中
）

○
三
三
（
小
）

○
手
旗

○
法
輪
旗

た
て
蜘
㎝
よ
こ
㎜
㎝
四
五
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
七
、

た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
…
㎝
＝
二
、

た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
㎝
　
八
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
塒
㎝
一
〇
、

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

一3一
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’
　
飛
’
　
．
や
べ
」
帽
．
　
う
へ
一
》
、
一

　
　
回
答
・
全
仏
顧
問
弁
護
士

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
正
浩

〔
質
問
〕
拙
詠
の
世
話
人
の
一
人
組
、
会
社
を
経

営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
か
ら
、
融
資
を
受
け
る

た
め
に
、
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
ま
し
た
。
連
帯
保
証
人
の
意
味
と
、
住
職
と
し

て
ど
う
す
べ
き
か
、
ご
教
示
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
B
寺
住
職
）

（
回
答
）
連
帯
保
証
人
は
原
則
と
し
て
借
主
と
同

じ
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
金
融
機
関
等
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合
、
必
ず

連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。
融
資
を
受
け
る
人
か

ら
頼
ま
れ
る
の
が
普
通
で
す
が
、
契
約
の
当
事
者

は
、
金
融
機
関
と
あ
な
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
即
ち
融
資
を
受
け
る
世
話
人
は
あ
な
た
の
代

理
人
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
通
常
は
融
資
を
受
け
る
世
話
人
か
ら
「
不
動
産

を
抵
当
に
入
れ
る
か
ら
絶
対
に
迷
惑
は
か
け
ま
せ

ん
」
な
ど
と
云
わ
れ
、
日
頃
の
付
き
合
い
か
ら
断

り
切
れ
な
い
で
、
署
名
捺
印
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
金
額
や
利
息
、
貸
主
の
氏
名

が
空
欄
の
も
の
を
持
ち
込
ま
れ
、
思
わ
ぬ
人
か
ら

思
わ
ぬ
金
額
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
不
動
産
が
抵
当
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
貸
主
が
事
情
を
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
過
失
が
な
け
れ
ば
表
見
代
理
が
成

立
し
て
、
連
帯
保
証
人
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
連
帯
保
証
人
は
、
自
分
の
代

理
人
と
な
っ
た
世
話
人
が
自
分
に
代
わ
っ
て
空
欄

に
記
載
し
た
内
容
に
、
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
世
話
人
が
詐
欺
を
し
た
と
い
っ

て
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
連
帯
保
証
人
は
、
お
金
を
借
り
た
世
話
人
の
責

任
よ
り
重
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
本

は
も
ち
ろ
ん
利
息
、
損
害
賠
償
な
ど
付
随
的
債
務

に
つ
い
て
も
一
切
の
責
任
を
免
れ
ま
せ
ん
。
借
主

が
倒
産
し
た
場
合
も
、
借
主
が
死
亡
し
た
場
合
も

（
相
続
人
は
限
定
承
認
、
も
し
く
は
相
続
放
棄
を

し
て
責
任
を
の
が
れ
る
途
が
あ
り
ま
す
が
）
、
連

帯
保
証
人
の
責
任
は
軽
減
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
連
帯
保
証
人
は
単
な
る
保
証
人
と
ち
が

っ
て
、
「
ま
ず
借
主
に
請
求
せ
よ
」
と
か
、
「
先
に

借
主
の
資
産
に
つ
い
て
執
行
せ
よ
」
と
い
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
借
主
が
借
金
を
返

済
す
る
余
裕
が
十
分
あ
っ
て
も
、
貸
主
か
ら
の
請

求
に
抗
弁
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
話
人
か
ら
連
帯
保
証
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
は
、
宗
教
法
人
で
あ
る

お
寺
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
住
職
個
人
で

し
ょ
う
か
。
も
し
お
寺
だ
と
し
た
な
ら
、
第
一
に

責
任
役
員
（
会
）
に
諮
っ
て
、
そ
の
議
決
を
要
し

ま
す
。
第
二
に
保
証
を
す
る
一
月
前
に
、
信
者
そ

の
他
の
利
害
関
係
人
に
対
し
、
公
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
宗
教
法
人
法
第
二
三
条
）
。
ま

た
第
三
に
、
ほ
と
ん
ど
の
宗
派
で
は
、
そ
の
宗
派

の
代
表
役
員
（
宗
務
総
長
等
）
の
承
認
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
四
に
重
要
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
責
任
役
員
会
の
議
決
や
公
示
や
宗
派
の

承
認
が
な
く
て
も
、
連
帯
保
証
人
と
し
て
お
寺
が

署
名
捺
印
し
た
以
上
、
貸
主
に
対
し
て
は
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
の
で
す
。

　
も
し
、
住
職
個
人
と
し
て
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る

と
し
て
も
、
万
一
の
場
合
は
個
人
が
全
責
任
を
と

る
覚
悟
が
必
要
で
す
。
個
人
資
産
を
全
部
投
げ
出

し
て
も
連
帯
保
証
人
と
し
て
責
任
を
と
れ
な
い
場

合
は
、
住
職
個
人
が
破
産
宣
告
を
受
け
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
宗
派
に
よ

っ
て
は
住
職
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
次
第
で
す
の
で
、
保
証
人
に
な
る
こ
と

は
余
程
の
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

一4一
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コ
　
し
べ
コ
　
ヒ
ベ
　
　
　
　
　
り
ん

　　
?
v
嚢
青
墨
繋
驚
喜
総
縷
羅
馨
…
懲
懲
灘
灘
騰
、

業
・
宿
業
に
つ
い
て
一
糾
弾
学
習
会
の
中
か
ら
一

廣
川
智
遵
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部
中
央
相
談
員
）
が
発
表

　
六
月
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
宗
務
綜
合
庁
舎
二
階
研
修
室
に
お
い
て
、
第
十

九
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、
「
業
・
宿
業
に
つ
い
て
一
糾
弾
学
習

の
中
か
ら
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
派
基
幹
運
動
本

部
中
央
相
談
員
・
廣
川
智
老
師
が
、
「
糾
弾
学
習
会
」

（
七
回
）
及
び
そ
の
後
の
同
朋
三
者
懇
話
会
（
十
二

回
）
の
経
過
な
ら
び
に
そ
の
中
で
論
議
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
本
宗
の
糾
弾
学
習
会
は
、
「
過
去
帳
の
差
別
添
え

書
」
問
題
に
関
す
る
部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会

の
申
し
入
れ
に
対
し
、
備
後
・
安
芸
（
広
島
県
）
両

教
区
が
適
切
な
対
応
を
な
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
始
め
ら
れ
た
。

　
糾
弾
会
の
当
初
は
、
両
教
区
と
も
真
宗
寺
院
の
多

い
地
域
性
も
あ
り
、
僧
侶
の
傲
り
た
か
ぶ
り
が
み
ら

れ
問
題
の
共
有
化
が
進
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第

三
回
糾
弾
会
以
降
、
県
連
よ
り
提
起
さ
れ
た
、
「
被

差
別
部
落
の
人
々
が
差
別
を
受
け
て
い
る
現
実
を
仏

教
で
は
ど
う
受
け
と
め
る
の
か
」
、
「
業
・
宿
業
に
つ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
業
が
深
い
と
は
信
心
の
立
場
で
は
ど
う
理
解
す

る
の
か
」
、
「
真
宗
の
信
心
と
は
何
ぞ
や
」
等
の
問
題

を
め
ぐ
る
学
習
を
通
し
、
こ
れ
ま
で
の
僧
侶
の
「
悪

し
き
業
」
理
解
と
教
団
の
差
別
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。　
第
七
回
糾
弾
会
の
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
共

有
化
が
確
認
さ
れ
た
が
、
学
習
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
、
「
同
朋
三
者
懇
話
会
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び

と
な
っ
た
。

　
「
三
者
懇
」
で
は
、
改
め
て
、
O
私
に
と
っ
て
糾

弾
と
は
何
な
の
か
、
口
過
去
帳
の
差
別
記
載
を
問
題

に
し
得
な
か
っ
た
体
質
は
何
か
、
日
真
宗
の
教
え
と

し
て
の
業
・
宿
業
論
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
等

の
問
題
に
つ
い
て
真
摯
な
討
議
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　
特
に
業
・
宿
業
論
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
徹
底
的

に
自
己
を
み
つ
め
る
と
こ
ろ
で
受
け
と
め
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
人
間
形
成
の
根
本
に
関

わ
る
発
心
で
あ
り
動
機
づ
け
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
ま
た
、
業
際
を
深
め
て
い
く
と
、
自
覚
的
主

体
的
人
生
は
一
切
有
情
・
十
方
衆
生
と
共
に
生
か
さ

れ
て
．
い
る
こ
と
か
ら
、
業
は
私
一
人
の
問
題
で
は
な

く
社
会
業
と
も
い
う
べ
き
共
業
に
至
る
こ
と
。
共
業

は
本
来
人
類
的
に
荷
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
そ
の
中
に
不
共
業
を
造
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
。

真
に
仏
教
者
と
し
て
の
業
論
を
う
ち
た
て
て
い
く
た

め
に
は
、
悪
し
き
真
俗
二
諦
論
も
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
未
だ
結
論
を
得
る
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
宗
派
と

し
て
は
、
今
後
も
、
真
義
真
諦
に
た
っ
た
救
済
の
論

理
と
し
て
の
業
宿
業
論
を
玉
章
新
た
な
教
学
＋

体
系
の
構
築
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
続
け
る
決
意

で
あ
る
。

　
な
お
、
本
年
度
か
ら
二
年
間
の
予
定
で
、
全
僧
侶

対
象
の
研
修
会
を
実
施
し
、
真
俗
二
諦
の
問
題
、
業

・
宿
業
の
問
題
、
信
心
の
社
会
性
の
問
題
に
つ
い
て
、

布
教
伝
道
の
場
に
お
い
て
如
何
に
説
く
の
か
を
論
議

し
、
併
わ
せ
て
過
去
帳
の
総
点
検
と
そ
の
意
義
に
つ

い
て
、
意
見
の
集
約
を
し
、
更
に
問
題
の
再
提
起
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
差
別
法
名
墓
石
一
基
（
熊

本
県
）
、
差
別
法
名
記
載
過
去
帳
（
徳
島
県
重
盗
寺
）

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
各
県
連
と
の
間
で
学

習
会
が
も
た
れ
て
い
る
。
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人
権
落
語

「
新
ち
ゃ
ん
の
反
省
記
」

　　

@　
@　

I
の
新
治
氏
が
講
演

　
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
が
、
さ
る
六
月
三

十
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教

会
、
各
種
団
体
の
代
表
者
約
百
二
十
名
を
集
め
、
開

催
さ
れ
た
。

　
研
修
会
は
、
落
語
家
の
露
の
新
治
氏
が
、
人
権
落

語
「
新
ち
ゃ
ん
の
反
省
記
i
自
分
の
人
生
、
自
分
が

主
役
l
」
と
題
し
て
、
要
旨
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
人
権
問
題
と
か
人
権
意
識
、
あ
る
い
は
意
識
、
自

覚
と
い
う
も
の
は
、
ど
ん
な
人
で
も
発
展
途
上
だ
と

思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
発
展
途
上
で
あ
れ
ば
そ

の
段
階
に
お
い
て
、
間
違
っ
て
い
た
事
、
知
ら
な
か

っ
た
事
等
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
学
ん
で
行
け
ば
良

い
わ
け
で
、
そ
う
い
う
姿
勢
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
良

い
と
思
う
わ
け
で
す
。

　
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
と
い
う
人
権
意
識
の
ベ
ー

ス
に
あ
る
も
の
は
命
で
す
。
そ
れ
は
抽
象
的
な
も
の

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
実
感
が
こ
も
っ
た
命
で
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
自
身
に
と
っ
て
は
、
私
の

命
で
あ
る
と
共
に
、
私
の
子
供
の
命
で
す
。
私
は
自

分
の
子
供
が
赤
ん
坊
の
時
に
、
こ
の
命
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。
子
供
が
鼻
を
詰
ま
ら
せ
て
息
が
止
ま
り

そ
う
に
な
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
必
死
に
な
っ
て
、

自
分
の
口
で
吸
い
出
し
て
や
っ
て
、
助
か
り
ま
し
た

が
、
こ
の
時
に
我
が
子
だ
と
い
う
、
父
親
な
ん
だ
と

い
う
実
感
が
持
て
、
命
の
大
切
さ
を
思
い
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
、
他
の
命
を
大
事
に
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
交
通
事
故
で
毎
年
一
万
一
千
人
の
人
々

が
命
を
落
と
し
ま
す
。
私
達
は
つ
い
そ
の
数
字
だ
け

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
一
人

ひ
と
り
の
命
の
重
み
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
の
前
の
湾
岸
戦
争
の
問
題
で
も
、
今
回

の
P
K
O
の
問
題
で
も
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
最
大

の
人
権
破
壊
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ

る
命
と
い
う
も
の
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
私

は
反
対
で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ク
と
い
っ
た
所

．
の
人
々
で
あ
っ
て
も
、
子
を
思
う
親
の
心
は
同
じ
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
自
分
の
人
生
、
自
分

が
主
役
、
子
供
の
人
生
、
子
供
が
主
役
で
あ
り
、
子

供
の
親
と
し
て
た
い
し
た
事
は
で
き
な
く
て
も
、
子

供
の
命
を
守
る
ぐ
ち
い
の
事
は
、
親
と
し
て
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
、
私
自
身
の
気
持
ち
か
ら

な
ん
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
大
所
高
所
か
ら
P
K
O
が
、
世
界

に
は
た
す
日
本
の
国
際
貢
献
が
と
い
う
と
、
物
の
見

方
が
歪
ん
で
き
ま
す
。
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な

い
と
思
う
ほ
ど
か
わ
い
い
子
供
が
大
き
く
な
っ
た
時

に
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
点
か
ち
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
私
の
中
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
　
　
↑

戦
争
と
か
平
和
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
行
く
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
人
権
を
考
え
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
の
根
の

と
こ
ろ
で
命
と
い
う
も
の
を
ぬ
き
に
し
た
ら
考
え
ら

れ
な
い
と
い
う
事
で
す
。

　
命
の
次
に
大
切
な
も
の
は
健
康
で
す
。
そ
の
健
康

の
目
安
は
、
快
眠
、
快
食
、
快
便
、
快
談
、
快
笑
で

す
。
こ
の
五
項
目
を
満
た
し
て
い
れ
ば
健
康
だ
と
い

う
事
で
、
そ
れ
は
、
身
体
が
少
々
悪
く
な
っ
て
も
、

快
眠
、
快
食
、
快
便
、
快
談
、
快
笑
で
あ
れ
ば
健
康

だ
と
思
え
る
強
さ
に
な
り
ま
す
。
ま
わ
り
か
ら
見
て

こ
れ
が
欠
け
て
い
た
ら
い
か
ん
と
い
う
よ
り
も
、
こ

れ
さ
え
満
た
し
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
見
方
は
、
共

に
生
き
て
行
こ
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
間
に
対
し

嘲し｝r
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て
た
い
へ
ん
や
さ
し
い
見
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
に
あ
げ
た
命
と
い
う
事
で
い
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
イ
ラ
ク
と
い
っ
た
中
東
の
人
々
は
、
私
達
日
本

人
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
の

人
々
の
上
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て
も
、
後
方
支
援
と

い
う
名
目
に
せ
よ
、
九
十
億
ド
ル
と
い
う
資
金
を
投

入
し
て
も
、
私
達
は
罪
の
意
識
を
持
た
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
私
に
は
彼
ら
と
同
じ
部
分
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
違
う
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
一
緒
だ
か
ら

な
ん
で
す
。

　
た
し
か
に
、
中
東
の
人
々
と
私
達
日
本
人
と
は
、

宗
教
も
違
え
ば
、
皮
膚
の
色
、
目
の
色
、
髪
の
毛
の

色
も
違
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ

ー
キ
で
い
え
ば
上
辺
の
違
い
だ
け
。
つ
ま
り
、
皮
膚講演する露の新治氏

の
色
が
違
う
の
は
皮
膚
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
目
の

色
も
、
髪
の
毛
の
色
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
か
ら
分
か
る

ん
で
す
。
違
う
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
が
一
緒
で
、

少
し
違
う
か
ら
な
ん
で
す
。

　
私
達
は
、
そ
の
違
う
所
に
目
を
向
け
て
分
け
へ
だ

て
を
す
る
の
が
良
い
の
か
、
共
通
の
部
分
に
目
を
向

け
て
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
方
が
良
い
の
か
と
い
え
ば
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
化
と
い
う
事
か
ら
い
え
ば
、
つ
な

が
っ
て
行
く
方
が
良
い
の
は
あ
た
り
ま
え
で
す
。

　
差
別
す
る
人
は
差
別
さ
れ
る
、
人
に
対
す
る
物
の

見
方
が
自
分
の
縛
り
に
な
る
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
の
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
先
天
的

な
障
害
者
は
積
極
的
に
参
加
す
る
が
、
交
通
事
故
等

の
後
天
的
な
障
害
者
は
な
か
な
か
参
加
し
な
い
と
い

う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
後
天
的
な
障
害
者
は
、

た
ま
た
ま
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

先
天
的
な
障
害
者
と
は
違
う
と
い
う
事
を
拠
り
所
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
弱
さ
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
命
が
大
事
、
健
康
が
大
事
、
そ
し
て
平
和
が
大
事

と
い
う
事
が
、
私
が
同
和
問
題
を
入
口
と
し
て
、
人

権
を
考
え
る
中
で
一
つ
の
筋
と
し
て
つ
な
が
っ
て
き

ま
し
た
。

　
差
別
意
識
と
い
う
も
の
は
、
私
達
は
子
供
の
時
に

植
え
付
け
ら
れ
た
物
の
考
え
方
が
も
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
人
社
会
の
競
争
意
識
の
投
影
が
、
子
供
心

に
も
世
間
体
意
識
と
し
て
、
人
と
比
べ
る
と
い
う
物

の
考
え
方
を
持
つ
ん
で
す
。
人
を
上
下
で
見
れ
ば
、

誰
で
も
自
分
よ
り
も
下
の
者
の
存
在
を
望
む
の
は
当

然
で
す
。
だ
か
ら
、
差
別
は
い
け
な
い
と
か
、
人
間

は
平
等
で
あ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
本
音
の
所
で

平
等
に
な
っ
て
た
ま
る
か
と
思
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ

に
な
っ
て
も
そ
れ
は
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
力
の
差
で
あ
る
と
か
、
能
力
の
差
は
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
本
当
の
値
打
ち
と
い
う
も
の
の
差

は
あ
ま
り
な
い
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
に
対
す
る

物
の
見
方
が
、
自
分
に
対
す
る
縛
り
、
押
え
あ
る
い

は
抑
圧
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
例
え
ば
、
私
達
は
食
べ
物
に
対
し
て
は
飲
食
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
よ
く
見
き
わ
め
よ
う
と
し
ま

す
が
、
人
間
に
対
し
て
は
平
気
で
決
め
付
け
て
し
ま
　
　
ト

い
ま
す
。
そ
れ
は
怠
慢
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
「
差
別
と
は
本
人
の
責
任
で
な

い
部
分
で
分
け
隔
て
を
し
た
り
、
不
当
な
扱
い
を
す

る
と
い
う
事
な
ん
で
す
。

　
同
和
問
題
と
い
う
も
の
は
人
ご
と
で
は
な
く
、
自

分
自
身
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
、
そ
し
て
本

当
の
自
分
に
近
付
い
て
い
く
良
い
道
筋
で
す
。
自
分

自
身
を
解
き
放
す
た
め
に
も
、
差
別
の
構
造
を
見
抜

い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
達
は
人
権
問
題
あ
る
い
は
、
人
権
意
識
に
つ

い
て
発
展
途
上
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
何
も
構
え
る
必

要
も
な
い
し
、
す
な
お
に
考
え
て
い
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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雲
仙
・
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九

　
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
は
、

来
た
る
九
月
十
、
十
一
の
両
日
、
福
岡
市
及
び
北
九

州
市
で
開
催
さ
れ
る
。
山
田
恵
諦
会
長
（
天
台
座
主

硯
下
）
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
多
数
の
関
係
者
が
出

席
す
る
予
定
で
、
現
在
、
準
備
も
最
終
段
階
に
入
っ

た
が
、
こ
の
大
会
で
は
、
長
崎
県
の
雲
仙
・
普
賢
岳

の
被
災
地
に
対
す
る
義
指
金
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
会
当
日
、
会
場
に
募
金
箱
を
置
き
、
広
く
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
大
会

者
か
ら
浄
財
を
集
め
る
予
定
だ
が
、
大
会
事
務
局
で

は
、
参
加
す
る
各
加
盟
団
体
に
対
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の

募
金
活
動
へ
協
力
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
な
お
、
集
め
ら
れ
た
義
墨
金
は
、
大
会
翌
日
の
十

二
日
、
直
接
、
島
原
仏
教
会
へ
手
渡
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
〔
大
会
事
務
局
〕
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
町
十

六
一
十
六
、
永
照
寺
内
。
電
話
〇
九
三
一
五
入
三
一

六
〇
三
七
、
F
A
X
O
九
三
一
五
入
三
－
六
四
五
｝

山田恵諦会長　ご染筆

（天台座主硯下）

美
璽
9
務
｛
局
暦
錬
募
≦

　
　
　
一
七
月
一

　
　
一
日
　
総
持
寺
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

　
　
三
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
孟
宗
連
理
事
会

　
　
　
　
　
文
化
庁
宗
務
課
勉
強
会
出
席

　
　
六
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
ア
リ
ン
ゼ
長
官
来
局

　
　
九
日
　
法
律
相
談
室

　
二
十
日
　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

二
十
一
日
　
局
内
会
議

二
士
一
百

二
＋
五
日

二
＋
入
日

二
＋
九
日

三
＋
一
日

2，000円箱入

一
九
九
二
年
九
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
一
へ

法
律
相
談
室

築
山
定
誉
元
豊
山
派
管
長
本
葬
儀
参
列

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

基
本
法
中
央
集
会
出
席

局
内
会
議

一
八
月
1

十十十
五一二四
日日日日

二
＋
七
日

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
五
周
年
記
念
式
典
出
席

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会

局
内
会
議

理
事
会

法
律
相
談
室

発
行
人
籏
本
宏
昌
　
発
行
所
財
団
法
人
全
日
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